
株式会社スパンクリートコーポレーション

平成２０年３月期中間業績資料



＜会社概要＞
　本　社 　 東京都文京区本郷四丁目９番２５号
　営業所 　 宇都宮営業所　仙台営業所
　工　場 　 宇都宮工場　　岩瀬工場　　
　設　立 　 １９６３年３月
　資本金 　 ３２億９,５８２万４,５００円
　従業員 　 １３３名（外派遣社員６７名）
　事業内容 　 スパンクリート事業 不動産事業

＜沿　　革＞
１９６３年　３月 　　設立　　資本金１千万円

　　　　　商号　スパンクリート製造株式会社
１９６４年　２月 　　宇都宮市に生産設備完成 営業開始
１９８３年　３月 　　スパンクリート合成床工法販売開始
１９８９年１１月 　　茨城県岩瀬町（現桜川市）に岩瀬工場完成
１９９１年　２月　　 社名を現社名に変更
１９９１年　９月 　　株式を公開　日本証券業協会店頭登録（ＪＡＳＤＡＱ）
２００４年　３月　　 明星プレテック㈱の株式を１００％取得
２００５年　５月　　 宇都宮工場・岩瀬工場・設計部　ＩＳＯ９００１取得
２００６年　３月　　 プレテック㈱解散
　　　　　１０月　　 普通株式１株を２株に分割

会社概要及び沿革



工場

宇都宮工場　
生産能力月産約55,000㎡　（18,608坪）

岩瀬工場　　
生産能力月産約10,000㎡　（19,638坪）



所有賃貸ビル

台東区
台東オリエントビル

新宿区
３０山京ビル

文京区
駒込スパンクリートビル

８階建　１,４６６.４㎡ ８階建　１,８８７.１㎡ ９階建　１,６２１.５㎡



経営成績の概要
当中間期の業績は、売上高２２億６千万円（前年同期比１６．８％増）営業利益１億１千７百万円（前年同期
比３７１．９％増）と増収増益となりました。主力のスパンクリート事業は、売上・出荷・生産ともに数量が増加
し、工場の採算性が向上、営業粗利益率も改善がみられたことから、上半期としてはまずますの成果を挙げ
ることができました。また、不動産事業は賃貸ビル収益が安定的に推移し、引き続き当社収益を下支えして
おります。
営業外収益ではリート関連を主とした余資の運用益が引続き好調を持続しており、以上の結果、経常利益
は１億９千６百万円（前年同期比８９．０％増）となり、非上場株式の減損処理等に伴う投資有価証券評価損
３千３百万円及び固定資産除却損１千２百万円を特別損失に計上した上で、中間純利益は６千６百万円（前
年同期比１８．７％増）となりました。

〈スパンクリート事業〉
売上、出荷及び生産数量が伸び堅調に推移したことから、操業度アップにより工場の採算性が向上し、
加えて販売価格に改善の兆しがみられ営業利益率が上ったことにより、上半期としては４期振りの黒字
を達成、売上高２１億３千４百万円、営業利益５千２百万円となりました。

〈不動産事業〉
賃貸ビルの稼動状況が若干落ちたものの引き続き安定した収益を維持しており、売上高１億２千６百万円、
営業利益７千万円となりました。



生産・出荷・売上　数量比較
単位：千㎡

０７年３月期中間 ０８年３月期中間 増減

生   産 ２７７ ３５４ ７７

出   荷 ２６５ ３４３ ７８

他社仕入出荷 １４ １９ ５

売   上 ２８１ ３５２ ７１



比較中間損益計算書
０７年３月期中間 ０８年３月期中間 増減 摘要

売上高 １，９３６ ２，２６０ ３２４ 売上・出荷・生産ともに数量が増加

　　売上原価 １，６３０ １，８５９ ２２９

　　一般管理販売費 ２８０ ２８３ ３

営業利益 ２４ １１７ ９３

営業外収益 ９３ ９８ ５ リート関連の余資運用が好調

営業外費用 １４ １９ ５

経常利益 １０４ １９６ ９２

特別損益 － ▲４５ ▲４５
非上場株式の減損処理３３百万円
固定資産除却損１２百万円

税引前中間純損益 １０４ １５０ ４６

法人税・住民税 ３０ ８２ ５２

法人税等調整額 １７ １ ▲１６

中間純損益 ５６ ６６ １０

単位：百万円



比較中間貸借対照表（資産）
単位：百万円

０７年３月期中間 ０８年３月期中間 増減 摘要

流動資産 ３，８５４ ３，８７１ １７

　　現金及び預金 １，７０９ １，２７９ ▲４３０

　　売掛債権 １，２２２ １，６１４ ３９２ 手形は全て期日取立てしております

　　有価証券 ４０３ ５５４ １５１

　　棚卸資産 ３４８ ３４１ ▲７

　　その他 １７２ ８３ ▲８９

固定資産 ６，７８９ ６，８０２ １３

　有形固定資産 ４，８０９ ４，７１３ ▲９６

　　建物・機械 １，４６９ １，３８５ ▲８４ 設備投資額 ３４百万円

　　土地 ３，１６２ ３，１６３ １

　　その他 １７７ １６５ ▲１２

　無形固定資産 ４２ ２５ ▲１７

投資その他 １，９３８ ２，０６２ １２４

　　投資有価証券 １，７１９ １，８２２ １０３ 評価益①②計２２５百万円

　　その他 ２１８ ２４０ ２２

資産合計 １０，６４４ １０，６７３ ２９

①

②



比較中間貸借対照表 （負債・純資産）
単位：百万円

０７年３月期中間 ０８年３月期中間 増減 摘要

流動負債 １，８７８ １，５９３ ▲２８５

　　買掛債務 １９６ ２４６ ５０ 支払手形は発行しておりません

　　短期借入金 １，２２８ １，０００ ▲２２８ 短期借入金３００百万円を長転

　　未成工事受入金 １０５ ３５ ▲７０

　　その他 ３４９ ３１２ ▲３７

固定負債 ９３８ １，１１８ １８０

　　長期借入金 － １２５ １２５

　　その他固定負債 ９３８ ９９３ ５５

負債合計 ２，８１６ ２，７１１ ▲１０５

純資産の部 ７，８２７ ７，９６１ １３４

　　資本金 ３，２９５ ３，２９５ ０

　　資本剰余金 ３，６５７ ３，７１０ ５３

　　利益剰余金 １，２１２ １，３１１ ９９ 配当金支払 ６５百万円

　　自己株式 ▲２７９ ▲２５４ ２５ 処分 ８５百万円、取得 ６０百万円

　　土地再評価差額金 ▲２３４ ▲２３４ 0

　　有価証券評価差額金 １７６ １３３ ▲４３

負債・純資産合計 １０，６４４ １０，６７３ ２９



中間営業成績及び財政状態
０７年３月期中間 ０８年３月期中間 増減

売上高（百万円） １，９３６ ２，２６０ ３２４

営業利益（百万円） ２４ １１７ ９３

経常利益（百万円） １０４ １９６ ９２

中間純利益（百万円） ５６ ６６ １０

１株当たり中間純損益（円） １４．３９ ８．１８ ―

総資産（百万円） １０，６４４ １０，６７３ ２９

純資産（百万円） ７，８２７ ７，９６１ １３４

１株当たり純資産額（円） ２，００３．６３ ９９０．９２ ―

自己資本比率（％） ７３．５ ７４．６ １．１

営業キャッシュフロー（百万円） ３７５ ２０６ ―

投資キャッシュフロー（百万円） ▲２７０ ▲９８ ―

財務キャッシュフロー（百万円） ▲７５ ▲１７５ ―

現金同等物残高(百万円） ２，０９０ １，７０４ ―

営
業
成
績

財
産
の
状
況

※

※

※２００６．１０．１付で普通株式１株を２株に分割



一株あたり純資産と株価推移
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2006年10/1付で普通株式１株を２株に

分割しております

株価

＊０４年３月期～０６年３月期は連結 ・ ０７年３月期以降は個別です。



主要工事実績
パークシティ武蔵小杉ミッドスカイタワー 62,000 ㎡

パークシティ武蔵小杉ステーションフォレストタワー 51,000 ㎡

シティタワー品川 44,000 ㎡

シティテラスさいたま新都心 30,000 ㎡

パークタワー横浜ステーションプレミア 17,000 ㎡

北４条東１丁目タワー 13,000 ㎡

コットンハーバータワーズ ベイイースト 13,000 ㎡

ラウンドヒル・キャピタルパートナーズ㈱東扇島 11,000 ㎡

浜松町一丁目住宅事業者棟 11,000 ㎡

アパヴィラホテル<仙台駅五橋> 8,600 ㎡



スパンクリート使用例 マンション床

　　　　　　　　　　　プルミエⅢビル パークシティ柏の葉キャンパス一番街（Ａ・Ｂ棟）



スパンクリート使用例 床

　　　　　　アパヴィラホテル<仙台駅五橋> 　　　　　ＴＨＥ　ＴＯＫＹＯ　ＴＯＷＥＲＳ



スパンクリート使用例 壁

ラウンドヒルキャピタルパートナーズ㈱東扇島計画

　　　　東北幹　膝森路盤

　　　　北陸幹　小西



０８年３月期見通し
単位：百万円

０８年３月期見通し

売 上 高 ４，８００

経常利益 ３２０

当期純利益 １９０




